
常任委員会　所管事務調査報告

③市道整備の要望箇所

◦建設常任委員会

◦観光経済常任委員会

◦総務文教常任委員会

　当市議会では、市民の皆様と意見を交換する場として、平成29年５月30日に「市議会・市民との意見交換
会」を開催しました。その際いただいた質疑・意見・要望のうち、担当する常任委員会で調査した事項の結果
をお知らせいたします。

調査
結果

要望等
⑴証明書発行サービスの検討概要
　　・休屋地区と十和田湖支所等を結ぶバスの運行は、週3回の借り上げで年間約1,400万円かかる。
　　・「ぷらっと」での申請・交付は、冬期間は閉館することや正職員がいないので管理体制等の課題

も大きい。
　　・郵便局に委託することは可能だが、専用機器の導入や維持運営等のコストを計算すると、交付単

価は１枚当たり7,600円程度と試算される。
⑵検討した結果、現時点ではいずれの方法も費用対効果等の観点から直ちに実施は難しく、当面はこれ
までと同様、郵便請求または既存のバスを利用する対応でお願いしたい。ただし、今後、廉価な方法
が提供されるなども含め状況に変化があった場合は速やかに検討を行う。

◎郵便請求による方法をよりわかりやすく周知してもらうとともに、窓口業務拡充の方法について引き
続き調査研究してほしいと意見集約しました。

休屋に支所のようなところを作ってほしい。
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要望等

・施設の概要…十和田湖、奥入瀬渓流の観光に関する情報、市民との交流の場等を提供することによ
り、本市の魅力の発信及びにぎわいの創出を図り、もって本市の観光の振興及び地域社会の活性化に
資することを目的に平成26年10月８日に開館。開館期間は４月１日～11月30日。開館時間は午前９
時から午後５時（交流室の使用は午前９時～午後９時）

・交流室の使用…使用する日の３日前までに申請書を提出。非営利団体等が観光の振興または地域社会
の活性化に寄与するために使用する場合、使用料の全額を減免。使用料は使用の前に納付する。

・職員体制…期間業務職員３人を雇用し、常時２人が従事している。午後５時以降に交流室の利用があ
るときは、市職員が時間外勤務し対応している。

・利用実績…平成27年度77件（平成27年度は通年開館）　平成28年度41件（地元に所在する団体等
12件／夜間の利用８件）　平成29年度30件（０件／１件）※10／８現在

◎利用方法等について定期的に周知を図ってほしいと意見集約しました。

観光交流センター「ぷらっと」を集会所として使いたいが夜使えない。一週間前に予約を入れないと使
えない。
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①稲生川の幹線水路に新たに排水路を接続することができないことから、面
的な測量設計が必要であり、来年度以降の整備に向けて進めていること。

②急傾斜地の下に民家等がないことから優先度は低く、整備は難しいこと。
③幅員が３メートルしかなく、緊急車両の通行も困難なことから拡幅も必要
と思われるが、土地所有者が多数いる共用名義の土地であり、相続等も発
生していることから買収は困難である。しかし、現道のまま舗装し直すこ
とは可能と思われること。

◎ ③に関して、地元の住民と協議し、現道のままでの整備で理解が得られ
たなら、整備を進めてほしいと意見集約しました。

①高清水小地区の道路から雨水が農業用排水に流入し、田に冠水被害がある
ため、対応を望む。

②高清水地区の急傾斜地崩壊危険地の防災工事の要望。
③高清水駅前地区の通学・生活路の簡易舗装・水路のふたの設置を望む。
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